
Title 後藤新平と福沢諭吉 : 伝染病研究所移転問題をめぐって
Sub Title Shinpei Goto and Yukichi Fukuzawa : focus on transfer issue of the

Institute for Infectious Diseases
Author 小川原, 正道(Ogawara, Masamichi)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
2024

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.97, No.1 (2024. 1) ,p.33- 48 

JaLC DOI
Abstract
Notes 玉井清教授退職記念号
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-20240128-0033

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


33

後藤新平と福沢諭吉

後
藤
新
平
と
福
沢
諭
吉 

―
―
伝
染
病
研
究
所
移
転
問
題
を
め
ぐ
っ
て
―
―

小　

川　

原　
　

正　

道

一
、
は
し
が
き

二
、
伝
染
病
研
究
所
移
転
問
題
を
め
ぐ
る
福
沢
の
対
応

三
、
長
谷
川
泰
の
演
説

四
、
後
藤
の
態
度
と
福
沢
宛
後
藤
書
簡
案

五
、
結
び
に
代
え
て

一
、
は
し
が
き

　

後
藤
新
平
は
没
後
の
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
「
男
爵
後
藤
新
平
氏
直
話
」
で
、
福
沢
諭
吉
と
の
出
会
い
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

私
が
初
め
て
福
沢
先
生
に
面
会
し
た
の
は
、
名
古
屋
病
院
長
時
代
で
、
明
治
十
一
年
で
あ
り
ま
す
、
此
時
上
京
し
て
駿
河
台
な
る
長
与
専
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斎
の
宅
に
参
つ
た
ら
ば
、
先
生
が
来
て
居
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
が
長
与
氏
と
一
と
議
論
や
つ
て
居
る
の
を
聞
い
て
、
先
生
は
大
に
私
に
賛

成
し
ま
し
た
、
夫
れ
は
日
本
に
は
小
彦
名
尊
よ
り
以
降
、
我
が
国
固
有
の
医
術
が
あ
る
、
其
後
支
那
よ
り
漢
方
医
術
が
来
り
、
西
洋
よ
り

西
洋
医
術
が
来
つ
て
、
此
日
本
固
有
の
医
術
に
刺
戟
を
与
へ
、
又
は
改
良
を
促
し
た
事
は
あ
る
が
、
之
れ
を
以
て
我
が
医
術
を
忘
却
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
、
即
ち
漢
方
医
も
西
洋
医
も
皆
固
有
の
医
術
に
合
し
て
、
日
本
の
医
術
と
な
つ
た
の
で
あ
る
と
云
ふ
論
旨
で
あ
り
ま
し

た
が
、
福
沢
先
生
は
之
れ
を
聞
い
て
長
与
は
負
け
だ
、
一
言
も
な
い
と
申
し
て
、
酷
く
気
に
入
つ
て
や
う
で
あ
り
ま
し
た（

（
（

。

　

長
与
専
斎
を
介
し
て
出
会
っ
た
両
者
は
そ
の
後
交
際
を
重
ね
、
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
年
）
頃
に
は
、
朝
鮮
改
革
の
た
め
に
後

藤
象
二
郎
と
長
与
、
福
沢
と
が
評
議
し
た
際
、
象
二
郎
か
新
平
を
朝
鮮
に
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
、
福
沢
は
新
平
を
推
し
た
と
い
う
。

そ
の
後
も
福
沢
は
後
藤
に
、
時
事
新
報
や
慶
應
義
塾
の
経
営
を
任
せ
る
意
向
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
、
後
藤
は
「
先
生
も
本
気
で
何

か
私
に
遣
ら
せ
る
つ
も
り
で
あ
つ
た
ら
し
い
、
私
の
考
で
は
、
福
沢
先
生
は
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
の
や
う
な
人
で
、
人
間
を
一
目
見
れ
ば
、

其
全
体
を
奥
底
ま
で
照
ら
す
と
云
ふ
や
う
な
能
力
を
持
つ
て
居
た
や
う
に
思
は
れ
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。

　

後
藤
に
よ
れ
ば
、
北
里
柴
三
郎
が
伝
染
病
研
究
所
を
設
立
し
た
際
に
内
務
省
衛
生
局
長
と
し
て
大
い
に
尽
力
し
た
も
の
の
、「
芝

区
民
の
反
抗
は
凄
ま
じ
い
も
の
で
、
私
が
暗
殺
さ
れ
は
せ
ぬ
か
な
ど
云
ふ
心
配
が
あ
る
の
で
、
或
る
時
福
沢
先
生
の
処
へ
参
つ
た
ら
、

先
生
は
余
程
臆
病
な
人
だ
と
見
え
、
後
藤
君
大
丈
夫
か
ね
、
俺
の
家
へ
来
て
、
門
前
で
殴
ら
れ
で
も
す
る
と
困
る
が
、
大
丈
夫
か
ね

と
言
っ
て
、
何
度
も
念
を
押
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
」
と
い
う（

（
（

。

　

も
と
も
と
、
後
藤
は
ド
イ
ツ
滞
在
中
か
ら
、
北
里
が
帰
国
後
に
彼
を
中
心
と
す
る
研
究
機
関
を
設
け
る
運
動
を
推
進
し
て
い
た
が
、

帝
国
大
学
医
科
大
学
派
の
反
対
を
受
け
て
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
し
ま
い
、
恩
師
の
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
が
医
科
大
学
出
身
者
を
冷
遇

し
、
さ
ら
に
北
里
自
身
が
医
科
大
学
長
・
大
沢
謙
二
か
ら
の
勧
誘
を
辞
退
し
た
こ
と
で
、
北
里
と
医
科
大
学
側
と
の
対
立
が
決
定
的

と
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
研
究
機
関
設
置
構
想
を
救
っ
た
の
が
、
福
沢
で
あ
っ
た（

（
（

。
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長
与
の
自
伝
に
よ
る
と
、
長
与
か
ら
北
里
の
実
績
と
不
遇
に
つ
い
て
聞
い
た
福
沢
は
「
な
る
ほ
ど
君
の
云
う
と
こ
ろ
の
如
く
な
ら

ば
、
前
途
に
望
み
な
き
も
の
に
も
あ
ら
ざ
る
べ
し
、
果
た
し
て
研
究
の
価
値
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
実
に
惜
し
む
べ
き
恨
事
な
り
、
学

事
の
推
挽
は
余
が
道
楽
の
一
つ
な
り
、
私
力
を
以
て
そ
の
手
始
め
を
な
す
べ
し
、
幸
い
に
芝
公
園
内
に
所
有
の
地
所
も
あ
れ
ば
、
こ

こ
に
必
要
だ
け
の
家
屋
を
構
え
、
と
も
か
く
も
試
験
の
事
を
始
め
ら
れ
よ
」
と
語
り
、
北
里
と
の
相
談
、
森
村
市
左
衛
門
か
ら
の
寄

附
な
ど
を
経
て
、
芝
区
芝
公
園
に
伝
染
病
研
究
所
が
設
立
さ
れ
た
と
い
う（

（
（

。
一
八
九
二
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
翌

年
に
こ
れ
を
芝
区
愛
宕
町
に
移
転
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
激
し
い
地
元
か
ら
の
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
福
沢
は
そ
の
鎮
静
化
に
尽

力
し
て
、
こ
れ
を
収
拾
す
る
こ
と
に
成
功
す
る（

（
（

。

　

後
藤
が
回
想
す
る
、
伝
染
病
研
究
所
に
対
す
る
激
し
い
芝
区
民
の
抵
抗
と
暗
殺
の
危
険
は
、
愛
宕
町
へ
の
移
転
を
め
ぐ
っ
て
起
き

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、「
後
藤
新
平
文
書
」
に
は
、
後
藤
の
福
沢
宛
書
簡
案
と
思
わ
れ
る
も
の
や
、
長
谷
川
泰
（
後
藤
の
後
任
と

し
て
内
務
省
衛
生
局
長
に
就
任
。
医
師
。
当
時
は
衆
議
院
議
員
）
が
福
沢
の
動
静
に
言
及
し
た
後
藤
宛
書
簡
な
ど
、
移
転
問
題
に
関
連

す
る
資
料
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　

後
藤
自
身
、「
吾
輩
は
幾
度
か
親
し
く
先
生
と
談
論
す
る
の
機
会
を
得
た
が
、
其
都
度
先
生
の
偉
大
な
る
人
格
に
触
れ
て
、
尊
敬

の
念
を
深
く
す
る
に
至
つ
た（

（
（

」
と
福
沢
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
後
藤
と
福
沢
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
論

じ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
同
問
題
を
め
ぐ
る
福
沢
と
後
藤
の
対
応
、
お
よ
び
両
者
の
関
係
性
に
つ
い
て
、「
後

藤
新
平
文
書
」
な
ど
を
用
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

二
、
伝
染
病
研
究
所
移
転
問
題
を
め
ぐ
る
福
沢
の
対
応

　

一
八
九
三
年
四
月
一
日
、
福
沢
は
北
里
宛
書
簡
に
お
い
て
、「
芝
区
之
物
論
穏
か
な
ら
ざ
る
よ
し
…
…
渡
辺
洪
基
方
へ
手
紙
を
遣
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し
候
処
、
事
実
ハ
安
心
な
れ
と
も
、
凡
俗
之
感
情
如
何
と
も
す
へ
か
ら
す
云
々
之
旨
、
返
詞
申
参
ニ
付
、
最
早
致
方
無
之
、
明
日
之

時
事
新
報
へ
、
少
々
筆
鋒
を
鋭
く
し
て
一
言
致
候
積
り
」
と
述
べ
、
芝
区
民
が
移
転
に
反
対
す
る
中
、
伝
染
病
研
究
所
移
転
反
対
派

の
衆
議
院
議
員
・
渡
辺
洪
基
に
書
簡
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
渡
辺
自
身
は
納
得
し
た
も
の
の
区
民
の
感
情
は
抑
え
が
た
い
と
返
答
し
て

き
た
た
め
、
明
日
の
『
時
事
新
報
』
で
筆
鋒
鋭
く
一
言
す
る
と
い
う（

（
（

。

　

か
く
し
て
四
月
二
日
、『
時
事
新
報
』
に
「
伝
染
病
研
究
所
と
近
辺
の
人
民
」
と
題
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
こ
で
福
沢
は
、

伝
染
病
研
究
所
移
転
に
反
対
す
る
人
々
は
、「
同
研
究
所
設
置
に
就
て
は
病
毒
伝
播
の
恐
あ
れ
は
近
辺
の
人
民
は
皆
他
に
立
退
き
従

て
地
下
下
落
す
る
に
至
る
べ
し
」
と
懸
念
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、「
是
は
大
な
る
間
違
」
で
あ
る
と
述
べ
、
同
研
究
所
で
は
コ
レ

ラ
や
天
然
痘
な
ど
の
治
療
は
せ
ず
、
コ
ッ
ホ
の
医
術
に
よ
っ
て
肺
病
や
ジ
フ
テ
リ
ア
、
腸
チ
フ
ス
な
ど
を
治
療
す
る
と
し
て
、「
殊

に
病
毒
消
滅
法
は
細
菌
学
者
の
最
も
厳
守
す
る
処
に
し
て
且
つ
最
も
得
意
と
す
る
処
な
れ
ば
病
毒
伝
播
の
恐
な
し
」
と
論
じ
た
。
福

沢
は
、
研
究
所
を
設
置
す
れ
ば
「
識
人
輻
輳
し
土
地
の
繁
昌
を
来
す
を
以
て
一
日
も
早
く
其
設
立
を
望
む
程
な
り
」
と
メ
リ
ッ
ト
を

強
調
し
て
い
る（

（
（

。

　

さ
ら
に
福
沢
は
七
月
五
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
『
時
事
新
報
』
に
「
伝
染
病
研
究
所
に
就
い
て
」
と
題
す
る
社
説
を
連
載
し
、
移

転
反
対
派
の
論
理
を
「
区
内
に
此
種
の
研
究
所
を
設
け
ら
る
ゝ
と
き
は
伝
染
病
の
患
者
は
陸
続
」
と
し
て
集
ま
り
、
そ
の
結
果
「
近

傍
の
営
業
商
売
に
容
易
な
ら
ざ
る
影
響
を
蒙
る
に
至
る
可
し
と
云
ふ
に
外
な
ら
ず
」
と
整
理
し
、
医
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
肺
結
核
は

伝
染
病
と
は
位
置
付
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
コ
レ
ラ
や
腸
チ
フ
ス
の
よ
う
な
「
激
烈
」
な
伝
染
病
と
同
一
視
す
べ
き
で

は
な
く
、「
芝
区
の
人
民
が
肺
結
核
病
の
研
究
を
目
的
と
す
る
研
究
所
の
設
置
を
危
険
な
り
と
し
て
之
に
反
対
す
る
は
果
し
て
如
何

な
る
理
由
な
り
や
我
輩
の
解
せ
ざ
る
所
な
り
」
と
論
じ
た
。
ま
た
、
肺
結
核
の
患
者
は
東
京
に
五
万
人
お
り
、
芝
区
民
の
家
族
や
同

居
人
の
な
か
に
も
患
者
が
い
る
に
違
い
な
い
と
し
て
、「
伝
染
病
云
云
の
名
を
耳
に
し
其
実
を
究
め
ず
し
て
忽
ち
之
に
反
対
し
家
に

居
て
は
無
害
に
安
ん
じ
な
が
ら
戸
外
に
出
て
ゝ
有
害
を
喋
々
す
る
と
は
余
り
軽
率
に
し
て
辻
褄
の
合
は
ぬ
談
な
り
と
云
は
ざ
る
を
得
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ず
」
と
苦
言
を
呈
し
、
伝
染
病
研
究
所
を
危
険
と
す
る
口
実
を
許
す
こ
と
は
「
俗
間
に
肺
病
患
者
を
嫌
は
し
む
る
の
端
を
開
く
も

の
」
で
あ
り
、
患
者
に
身
体
的
苦
痛
に
加
え
て
精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
も
述
べ
て
い
る（

（1
（

。

　

八
月
十
一
日
・
十
二
日
、
福
沢
は
『
時
事
新
報
』
に
社
説
「
伝
染
病
研
究
所
の
始
末
」
を
掲
げ
た
。
移
転
反
対
派
と
大
日
本
私
立

衛
生
会
と
の
交
渉
の
場
が
設
け
ら
れ
た
が
不
調
に
終
わ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
北
里
は
七
月
十
六
日
に
衛
生
会
に
辞
表
を
提
出
、
同
紙

は
こ
れ
を
全
文
掲
載
し
た
。
辞
表
の
な
か
で
北
里
は
、「
今
日
柴
三
郎
に
於
て
は
所
謂
天
を
怨
み
ず
人
を
も
咎
め
ざ
る
も
の
な
れ
ど

も
唯
此
に
難
渋
至
極
な
る
次
第
を
申
さ
ん
に
研
究
所
移
転
の
議
芝
区
に
起
り
て
よ
り
以
来
俗
談
の
為
め
学
情
を
妨
げ
ら
る
ゝ
の
一
事

な
り
」
と
記
し
、「
我
が
黴
菌
学
の
業
」
は
「
至
細
至
微
」
で
「
精
神
の
静
粛
を
要
す
る
事
業
」
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
「
俗
事
」
に

心
身
を
費
や
し
た
く
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
福
沢
は
、「
俗
談
の
煩
は
し
き
に
堪
へ
ず
其
煩
は
し
き
が
為
め
に
貴

重
な
る
時
を
失
ふ
て
研
究
の
事
を
等
閑
に
附
す
る
は
学
者
の
本
分
に
非
ざ
る
」
こ
と
だ
と
同
意
し
た
上
で
、「
国
家
の
眼
を
以
て
我

医
事
の
大
勢
を
視
察
し
其
消
長
如
何
を
思
へ
ば
無
限
の
憾
に
堪
へ
ず
」
と
訴
え
た（

（1
（

。

　

こ
の
北
里
の
辞
表
は
反
対
運
動
を
抑
え
込
む
た
め
に
福
沢
が
書
い
た
も
の
で
、
七
月
十
四
日
付
の
北
里
宛
書
簡
で
福
沢
は
、「
昨

日
御
話
之
辞
表
ハ
、
今
朝
少
々
閑
を
得
た
る
ニ
付
、
老
生
試
ニ
執
筆
致
居
候
。
出
来
候
上
ハ
試
ニ
入
御
覧
、
長
与
氏
と
も
相
談
致
度

存
候
…
…
結
局
辞
表
ハ
上
策
に
し
て
、
今
正
に
機
会
と
存
候
」
と
記
し
て
い
た（

（1
（

。
こ
の
辞
表
が
区
民
の
心
を
打
ち
、
反
対
運
動
が
鎮

静
化
し
て
移
転
が
実
現
し
た
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

三
、
長
谷
川
泰
の
演
説

　

伝
染
病
研
究
所
の
設
立
は
、
中
央
衛
生
会
の
長
谷
川
泰
、
高
木
兼
寛
、
石
黒
忠
悳
な
ど
の
建
議
に
も
端
を
発
し
て
い
た
が
、「
医

科
大
学
派
」
は
文
部
省
の
研
究
所
設
立
案
を
立
て
て
そ
の
経
費
を
予
算
に
計
上
し
、
帝
国
議
会
に
諮
っ
た
た
め
、
後
藤
の
意
を
受
け
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た
長
谷
川
ら
「
衛
生
局
派
」
は
こ
れ
を
否
決
し
て
研
究
所
補
所
費
建
議
案
を
提
出
し
た
。
一
八
九
三
年
二
月
二
十
三
日
、
衆
議
院
は

満
場
一
致
で
研
究
所
補
助
費
建
議
案
を
可
決
し
、
政
府
側
も
同
意
し
て
二
万
円
が
一
八
九
三
年
度
に
補
助
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
長

谷
川
は
移
転
反
対
運
動
の
鎮
静
化
に
も
努
め
た
が
、
運
動
は
苛
烈
を
極
め
て
お
り
、
福
沢
か
ら
研
究
所
の
土
地
建
物
一
切
を
貸
与
さ

れ
た
経
営
主
体
で
あ
る
大
日
本
私
立
衛
生
会
の
会
頭
・
土
方
久
元
や
福
沢
、
長
与
な
ど
へ
の
殺
害
予
告
が
寄
せ
ら
れ
、
同
年
四
月
四

日
、
私
立
衛
生
会
が
伝
染
病
研
究
所
病
院
設
立
願
を
提
出
す
る
と
、
東
京
府
知
事
の
富
田
鉄
之
助
は
、「
伝
染
病
」
の
名
称
は
公
衆

の
感
情
を
害
す
る
と
し
て
、
そ
の
三
字
を
避
け
て
名
称
変
更
の
上
再
度
申
請
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
長
谷
川
は
後
藤
に
対
し
、

議
会
が
補
助
金
支
出
を
可
決
し
た
以
上
、
名
称
変
更
は
補
助
金
の
消
滅
を
意
味
す
る
と
警
告
し
た
が
、
後
藤
の
女
婿
で
あ
る
鶴
見
祐

輔
は
、
富
田
の
指
示
は
「
主
と
し
て
長
与
専
斎
が
関
係
し
た
よ
う
に
思
は
れ
る
」
と
し
て
い
る（

（1
（

。

　

長
谷
川
は
五
月
二
十
二
日
の
大
日
本
私
立
衛
生
会
臨
時
常
会
で
「
伝
染
病
研
究
所
は
市
内
に
置
く
も
妨
け
な
し
」
と
題
し
て
演
説

し
、『
時
事
新
報
』
は
一
八
九
三
年
六
月
四
日
付
・
六
日
付
附
録
と
し
て
、
長
谷
川
の
演
説
全
文
を
掲
載
し
て
い
る（

（1
（

。
長
谷
川
の
演

説
は
、
芝
区
民
か
ら
殺
害
予
告
が
届
く
ほ
ど
猛
烈
な
反
対
を
受
け
た
も
の
の
、
警
察
が
厳
重
に
護
衛
し
て
実
施
さ
れ
た
。『
長
谷
川

泰
先
生
小
伝
』
に
よ
れ
ば
、「
演
説
会
は
未
曾
有
の
盛
況
を
極
め
た
り
、
杏
林
界
の
人
士
は
勿
論
、
反
対
派
の
芝
区
民
亦
多
数
に
来

会
し
、
聴
衆
外
に
溢
れ
、
当
時
政
談
演
説
に
見
た
る
と
同
様
多
数
の
警
官
出
張
厳
戒
の
下
に
開
催
せ
ら
れ
た
り
」
と
い
う（

（1
（

。

　
『
時
事
新
報
』
掲
載
の
演
説
筆
記
に
よ
る
と
、
長
谷
川
は
反
対
論
の
先
頭
に
い
た
末
松
謙
澄
（
法
制
局
長
官
）
を
厳
し
く
批
判
し
、

「
私
は
氏
（
末
松
―
―
引
用
者
）
は
衛
生
上
其
他
欧
米
諸
国
に
於
け
る
都
府
内
の
伝
染
病
研
究
所
或
は
病
院
と
云
ふ
者
は
如
何
な
る
所

へ
近
来
は
建
る
か
と
云
ふ
こ
と
を
御
承
知
が
な
い
か
ら
、
斯
様
な
御
迷
論
が
出
た
の
で
あ
る
と
私
は
考
へ
る
…
…
海
外
文
明
国
欧
米

諸
国
に
於
け
る
病
院
建
設
の
始
末
、
如
何
な
る
所
に
如
何
な
る
病
院
か
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
を
御
承
知
に
な
り
ま
し
た
な
ら
ば
、
よ

も
や
伝
染
病
研
究
所
は
東
京
市
内
に
置
く
可
き
者
で
な
い
或
は
總
て
の
病
院
は
、
郊
外
の
即
ち
草
茫
々
た
る
所
の
原
野
に
放
逐
す
可

し
と
云
ふ
様
な
御
論
を
な
さ
る
こ
と
は
な
い
と
考
へ
る
」
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
と
ベ
ル
リ
ン
の
病
院
の
配
置
に
つ
い
て
地
図
を
示
し



39

後藤新平と福沢諭吉

な
が
ら
詳
細
に
紹
介
し
、「
末
松
博
士
の
妄
誕
も
亦
極
れ
り
と
云
ふ
べ
し
」
と
攻
撃
し
た
。
さ
ら
に
、
伝
染
病
研
究
所
が
で
き
る
と

地
価
が
下
落
す
る
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
、
富
裕
層
が
北
里
の
も
と
で
治
療
を
受
け
た
が
る
の
で
「
芝
区
に
間
接
に
利
益
を
来
す
に

相
違
な
い
」
と
反
論
し
、
愛
宕
町
に
は
高
木
が
院
長
を
務
め
る
東
京
慈
恵
医
院
が
あ
っ
て
肺
病
患
者
を
受
け
入
れ
て
お
り
、「
伝
染

病
研
究
所
を
置
く
こ
と
が
出
来
ぬ
と
云
ふ
を
な
ら
ば
高
木
博
士
の
病
院
も
殆
ん
ど
雄
犬
の
声
相
聞
え
ざ
る
所
の
原
野
に
で
も
放
逐
す

べ
し
と
言
わ
る
ゝ
」
は
ず
な
の
に
、
反
対
論
が
起
き
な
い
の
は
、「
其
院
長
は
薩
州
本
場
、
天
下
の
大
権
を
握
つ
て
居
る
薩
長
政
府

の
高
官
た
り
し
正
四
位
勲
二
等
医
学
博
士
高
木
兼
寛
君
で
あ
る
」
と
高
木
が
「
特
殊
の
保
護
」
の
も
と
に
「
治
外
法
権
」
的
地
位
を

占
め
て
い
る
か
ら
だ
と
批
判
し
て
い
る
。
富
田
の
名
称
変
更
指
令
に
つ
い
て
も
、「
末
松
博
士
等
の
精
神
と
同
じ
く
伝
染
病
研
究
所

を
撲
滅
し
や
う
と
云
ふ
精
神
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
、
内
相
が
直
ち
に
こ
れ
を
取
り
消
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た（

（1
（

。

　

演
説
の
二
日
後
、
長
谷
川
は
後
藤
に
対
し
て
書
簡
を
送
り
、
研
究
所
移
転
問
題
が
明
日
、
東
京
市
参
事
会
に
提
案
さ
れ
る
と
し
た

上
で
、「
福
沢
氏
と
東
京
市
と
の
間
に
特
約
も
有
之
候
趣
な
れ
ば
、
仮
令
市
参
事
会
ニ
於
て
決
議
候
と
も
如
何
可
有
之
哉
抔
、
先
刻

山
県
氏
申
仕
候
。
願
ク
ハ
福
沢
氏
に
御
面
談
之
上
、
其
辺
之
処
篤
と
御
協
議
被
下
度
奉
願
候
」
と
書
き
送
り
、
参
事
会
と
福
沢
と
の

間
に
「
特
約
」
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
福
沢
と
面
談
し
て
協
議
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
い
る（

（1
（

。
福
沢
が
東
京
市
参
事
会
と
の
間
で

移
転
の
内
約
を
取
り
付
け
て
い
る
こ
と
を
察
し
て
の
発
言
で
あ
ろ
う
。

四
、
後
藤
の
態
度
と
福
沢
宛
後
藤
書
簡
案

　

後
藤
の
伝
染
病
研
究
所
移
転
問
題
へ
の
対
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。『
北
里
柴
三
郎
伝
』
は
、「
先
生
の
帰
朝
す
る
や
之
を
迎
へ
て

其
の
目
的
を
達
せ
し
む
べ
く
斡
旋
し
た
の
は
実
に
後
藤
其
の
人
で
あ
る
。
…
…
帝
国
議
会
に
於
け
る
政
府
の
補
助
問
題
や
、
芝
区
民

の
伝
染
病
研
究
所
設
置
反
対
運
動
抑
圧
な
ど
に
関
し
て
、
裏
面
に
後
藤
の
活
動
し
た
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
常
に
後
藤
は
政
治
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的
に
働
き
、
先
生
は
学
術
的
に
努
力
し
て
、
遂
に
所
期
の
目
的
を
達
し
、
大
学
派
を
し
て
顔
色
な
か
ら
し
め
た
こ
と
は
、
両
者
が
一

致
協
力
の
結
果
で
あ
る
」
と
、
後
藤
が
全
面
的
に
北
里
を
支
援
し
、
議
会
で
の
補
助
費
建
議
案
の
成
立
や
移
転
反
対
運
動
の
鎮
静
化

な
ど
の
た
め
に
裏
面
で
活
躍
し
、
医
科
大
学
派
に
対
抗
し
た
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。

　

当
時
、
東
京
慈
恵
医
院
に
勤
務
し
て
い
た
金
杉
英
五
郎
は
、
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

伝
染
病
研
究
所
を
芝
に
建
て
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
非
常
な
反
対
が
各
方
面
か
ら
起
っ
た
。
こ
と
に
芝
の
町
民
は
、
こ
ん
な
危
険
な
も
の

を
建
て
ら
れ
て
は
困
る
と
い
う
の
で
、
激
烈
に
反
対
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
衛
生
局
長
の
後
藤
伯
（
爵
）
が
、
一
日
属
官
に
む
か
っ
て

「
あ
の
伝
染
病
研
究
所
の
敷
地
の
前
に
建
て
て
あ
る
看
板
に
、
今
晩
行
っ
て
、
墨
を
い
っ
ぱ
い
塗
っ
て
来
い
。」
と
命
じ
た
。
こ
れ
を
聞
い

た
属
官
は
、
非
常
に
吃
驚
し
た
が
、
何
し
ろ
長
官
の
命
令
だ
か
ら
、
夜
陰
に
乗
じ
て
、
そ
の
通
り
に
や
っ
て
来
た
。
す
る
と
そ
の
翌
日
、

町
の
人
が
起
き
て
見
て
、
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
実
に
卑
劣
千
万
な
事
を
す
る
人
間
が
あ
る
も
の
だ
。
い
か
に
伝
染
病
研
究
所
に
反
対
す
れ

ば
と
て
、
政
府
が
建
て
た
立
看
板
に
墨
を
塗
る
と
は
け
し
か
ら
ん
、
と
町
民
の
輿
論
は
反
対
の
方
に
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
お
陰
で
、

伝
染
病
研
究
所
は
、
今
建
っ
て
い
る
処
に
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。（

（2
（

　

伝
染
病
研
究
所
の
看
板
に
墨
を
塗
ら
せ
る
よ
う
部
下
に
指
示
し
、
反
対
派
の
仕
業
と
考
え
た
町
民
が
移
転
賛
成
に
転
じ
た
、
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
鶴
見
は
、「
こ
の
話
は
、
伯
の
口
か
ら
も
し
ば
し
ば
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う（

（2
（

。

　

反
対
派
の
末
広
重
恭
は
一
八
九
三
年
十
月
十
日
、
後
藤
に
対
し
て
、「
芝
区
伝
染
病
研
究
所
之
儀
ニ
付
、
愈
よ
区
民
之
意
見
を
排

斥
し
て
御
断
行
ニ
相
成
り
候
由
、
先
頃
衛
生
会
ニ
於
て
御
面
会
い
た
し
候
際
、
区
民
之
輿
論
を
御
採
用
無
き
に
於
て
ハ
小
生
之
舌
と

筆
を
以
て
当
局
者
之
不
当
を
天
下
ニ
鳴
す
べ
き
旨
御
約
束
致
し
置
き
候
故
、
去
る
七
日
弥
生
館
ニ
於
て
為
し
た
る
演
説
之
筆
記
を
国

会
紙
上
ニ
掲
け
、
今
日
と
明
日
之
分
進
呈
致
し
候
間
、
御
一
読
被
成
下
候
得
は
仕
合
セ
之
至
り
ニ
存
候
」
と
の
書
簡
を
送
り
、
区
民

の
「
意
見
」
や
「
輿
論
」
を
無
視
し
て
移
転
を
「
断
行
」
す
れ
ば
、
舌
と
筆
で
攻
撃
す
る
と
予
告
し
て
い
た
通
り
、
演
説
を
行
っ
た
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と
し
て
、
そ
の
筆
記
を
送
っ
て
い
る（

（2
（

。
こ
れ
に
対
し
後
藤
は
同
日
付
の
末
広
宛
返
信
で
、
演
説
筆
記
に
は
「
芝
区
民
」
と
あ
る
が
、

「
小
生
之
方
ニ
参
り
候
も
の
は
区
民
の
名
濫
用
を
憤
り
、
是
も
区
民
中
二
三
子
の
為
メ
少
数
之
人
左
右
せ
ら
れ
候
な
と
申
来
り
居
候
」

と
、
自
分
の
も
と
を
訪
れ
た
芝
区
民
は
反
対
派
が
区
民
の
名
を
濫
用
し
て
い
る
と
憤
り
、
彼
ら
は
「
二
三
子
」
に
煽
ら
れ
て
い
る
だ

け
だ
と
語
っ
た
と
し
て
、
末
広
が
、「
芝
区
全
体
の
人
民
」
が
反
対
し
て
い
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る（

（2
（

。

　

後
藤
が
移
転
推
進
の
立
場
に
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
鶴
見
は
「
こ
う
し
た
囂
々
た
る
反
対
の
声
の
な
か
に
、
連
日
連
夜
、

工
事
を
督
励
し
、
遂
に
翌
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
二
月
七
日
付
を
も
っ
て
、
伝
染
病
研
究
所
は
工
事
の
完
成
を
告
げ
た
」
と

後
藤
の
姿
を
描
い
て
い
る（

（2
（

。
ド
イ
ツ
滞
在
中
か
ら
北
里
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
後
藤
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
行
動
は
当
然
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
態
度
の
後
藤
が
、
同
じ
く
反
対
派
を
批
判
し
、
北
里
を
支
援
し
て
い
た
福
沢
と
接
近
す
る
の
は
、
当
然
で
あ
っ
た
。

　

後
藤
は
一
八
九
三
年
九
月
二
十
七
日
に
記
し
た
書
簡
の
下
書
き
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

御
紙
上
之
趣
我
御
研
究
所
一
件
は
、
仮
令
何
人
之
密
計
有
之
候
と
も
小
生
ニ
於
テ
已
ニ
此
件
ニ
進
退
ニ
か
け
断
行
ニ
仕
旨
先
生
ニ
申
上
置

候
上
ハ
、
必
決
行
可
致
候
。
小
生
は
強
言
弱
行
之
徒
ニ
無
之
、
竊
ニ
確
言
断
行
ヲ
以
テ
自
ラ
許
し
仕
候
。
敢
一
旦
過
日
の
如
キ
進
退
ニ
か

け
引
受
候
上
ハ
尚
衛
生
局
長
タ
リ
。
又
衛
生
会
評
議
員
タ
ル
間
ハ
ハマ

マ

断
乎
決
行
可
致
。
若
し
会
頭
其
説
ニ
服
サ
ス
ン
ハ
、
会
頭
ヲ
シ
テ
辞

サ
シ
ム
ル
カ
自
ラ
辞
任
ス
ル
。
否
進
テ
此
事
内
務
省
ノ
議
ニ
出
候
ハ
ヽ
自
ラ
信
ン
ス
ル
所
ヲ
陳
シ
断
行
ス
ル
の
否
レ
ハ
決
然
定
説
ニ
可
申

ト
存
候
。
来
ル
常
会
ノ
事
モ
強
ク
願
置
候
得
共
、
右
之
次
第
ニ
付
キ
御
演
舌
被
下
候
ハ
ヽ
無
此
上
幸
福
ニ
御
座
候（

（2
（

。

　

こ
の
書
簡
案
は
宛
名
を
欠
い
て
い
る
が
、
封
筒
に
後
藤
新
平
伯
伝
記
編
纂
会
に
よ
る
メ
モ
書
き
が
あ
り
、
宛
先
と
思
わ
れ
る
文
中

の
「
先
生
」
に
つ
い
て
「（
福
沢
翁
？
）」
と
記
し
、「
書
出
し
の
『
御
紙
上
』
と
は
時
事
新
報
を
さ
し
た
る
に
非
ず
や
『
必
ず
決
行

云
々
』
と
は
彼
の
伝
染
病
研
究
所
設
立
件
に
非
ず
や
」
と
し
て
い
る
。
後
藤
自
身
が
伝
染
病
研
究
所
を
め
ぐ
る
「
用
談
」
の
た
め
福
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沢
と
「
対
面
」
し
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と（

（2
（

、
長
谷
川
が
福
沢
と
の
「
協
議
」
を
求
め
て
い
た
こ
と
、『
時
事
新
報
』
が
当
時
、
積
極

的
に
反
対
派
を
難
じ
る
論
陣
を
張
っ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
推
測
は
い
ず
れ
も
的
を
射
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ

う
。『
時
事
新
報
』
が
後
押
し
す
る
研
究
所
の
移
転
に
進
退
を
か
け
、
こ
れ
を
断
行
す
る
旨
を
福
沢
に
伝
え
て
い
た
後
藤
は
、
改
め

て
「
決
行
」「
断
行
」
す
る
決
意
を
示
し
、
大
日
本
私
立
衛
生
会
会
頭
の
土
方
が
同
意
し
な
け
れ
ば
会
頭
職
を
辞
め
さ
せ
る
か
自
ら

が
辞
任
す
る
と
し
て
、
内
務
省
内
の
会
議
で
自
説
を
主
張
し
た
い
と
の
意
欲
を
示
し
て
い
る
。
常
会
に
つ
い
て
も
強
く
依
頼
し
て
あ

り
、
演
説
し
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
る
が
、
こ
の
後
、
十
一
月
二
十
五
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
同
衛
生
会
常
会
は
帝
国
議
会
招
集

と
重
な
っ
た
た
め
、
翌
月
十
六
日
に
延
期
さ
れ
、
そ
こ
で
は
長
与
と
警
察
医
長
の
山
根
正
次
が
演
説
し
て
い
る（

（2
（

。
当
初
は
、
福
沢
に

依
頼
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
て
後
藤
は
移
転
問
題
に
「
裏
面（

（2
（

」
か
ら
働
き
か
け
、
福
沢
と
の
連
携
も
見
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

五
、
結
び
に
代
え
て

　

後
藤
と
福
沢
は
、
北
里
を
軸
と
し
て
、
政
府
の
内
と
外
か
ら
伝
染
病
研
究
所
の
移
転
を
支
援
し
、
こ
れ
を
実
現
し
た
。
共
通
の
敵

は
反
対
す
る
芝
区
民
で
あ
り
、
そ
れ
を
代
表
す
る
末
広
重
恭
や
末
松
謙
澄
、
渡
辺
洪
基
な
ど
だ
っ
た
が
、
帝
国
大
学
医
科
大
学
と
い

う
巨
大
な
存
在
も
研
究
所
の
主
導
権
を
握
ろ
う
と
し
て
い
た
。
後
藤
と
福
沢
を
架
橋
し
た
の
が
長
谷
川
で
あ
り
、
後
藤
と
長
谷
川
は

「
衛
生
局
派
」
と
し
て
基
本
的
立
場
を
同
じ
く
し
て
い
た
。
後
藤
が
後
任
の
衛
生
局
長
を
長
谷
川
に
託
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
信
頼

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
長
谷
川
は
幕
末
に
福
沢
の
塾
に
学
ん
で
お
り
、『
時
事
新
報
』
は
長
谷
川
の
伝
染
病
研
究
所
移
転
に
関
す

る
演
説
を
全
文
掲
載
し
て
い
る
。
志
村
俊
郎
と
都
倉
武
之
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
福
沢
と
長
谷
川
の
「
両
者
が
こ
の
問
題
で
深
い

協
力
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
福
沢
が
北
里
の
辞
表
を
代
筆
し
た
際
も
、
福
沢
は
松
山
棟
庵
を
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介
し
て
長
谷
川
と
や
り
と
り
し
て
お
り
、
長
与
の
反
対
運
動
へ
の
態
度
に
つ
い
て
も
、
長
谷
川
は
福
沢
が
長
与
の
真
意
を
尋
ね
る
よ

う
松
山
に
依
頼
し
て
い
た（

（2
（

。

　

後
藤
自
身
、「
伝
染
病
研
究
所
設
立
に
関
す
る
用
談
」
を
機
に
福
沢
と
親
し
く
な
り
、
尊
敬
の
念
を
深
め
た
と
述
べ
て
い
る
が（

（3
（

、

そ
の
後
の
両
者
の
関
係
、
ま
た
後
藤
の
福
沢
観
は
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

後
藤
と
福
沢
は
こ
の
後
も
交
際
を
続
け
て
お
り
、
一
八
九
八
年
八
月
十
五
日
付
で
台
湾
総
統
府
民
政
長
官
の
後
藤
が
福
沢
に
宛
て

た
書
簡
で
は
、
台
湾
へ
の
出
発
前
に
福
沢
の
も
と
を
訪
れ
た
も
の
の
来
客
中
で
会
え
ず
「
遺
憾
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
台
湾
到
着
後
、

後
藤
が
「
行
政
の
大
局
面
に
は
経
験
固
よ
り
無
之
」
の
た
め
「
唯
小
心
服
務
候
の
み
」
と
い
う
心
境
で
、「
幸
に
児
玉
総
督
の
指
示

に
遵
ひ
今
日
ま
で
勤
」
め
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
台
湾
は
「
通
商
的
戦
争
に
勝
を
占
む
る
要
地
に
有
之
、
商
業
的
コ
ロ
ニ
ー

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
も
可
申
、
帝
国
将
来
運
命
も
台
湾
統
治
と
相
関
す
る
所
不
少
は
申
上
候
ま
で
も
無
之
候
」
と
台
湾
統
治
の
重
要

性
を
述
べ
、「
所
謂
自
称
台
湾
通
」
な
ど
の
「
台
湾
所
見
」
が
「
頗
る
真
相
を
得
ざ
る
も
の
多
」
い
た
め
、
総
督
府
が
新
聞
記
者
に

便
宜
を
は
か
り
、「
台
湾
官
民
実
況
変
遷
の
写
真
を
公
に
し
」
た
い
と
し
て
、「
時
事
新
報
よ
り
先
生
御
信
任
あ
る
記
者
、
本
島
へ
派

遣
、
写
真
せ
し
め
ら
れ
候
事
不
相
叶
候
哉
」
と
記
者
の
派
遣
を
依
頼
し
て
い
る
。
後
藤
は
台
湾
統
治
の
「
第
一
着
」
と
し
て
「
台
湾

写
真
を
出
し
」、
そ
の
上
で
統
治
の
「
計
画
」
を
示
し
た
い
と
の
意
欲
を
語
り
、「
先
生
の
御
高
見
如
何
に
可
有
之
歟
」
と
尋
ね
て
い

る
（
（3
（

。
福
沢
へ
の
厚
い
信
頼
と
『
時
事
新
報
』
へ
の
期
待
と
評
価
が
、
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

後
藤
の
福
沢
観
に
つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
。
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
一
月
十
日
、
拓
殖
大
学
学
長
の
後
藤
は
、
慶
應
義
塾

で
開
催
さ
れ
た
福
沢
先
生
誕
生
記
念
会
で
の
講
演
で
「
日
本
文
明
ノ
偉
人
ニ
謝
ス
」
と
題
し
て
語
っ
て
い
る
。
そ
の
原
稿
で
は
、
福

沢
を
「
天
爵
ノ
碩
儒
大
聖
ナ
リ
大
常
識
ノ
先
達
科
学
ノ
信
者
縦
横
脱
線
ノ
達
人
」
と
し
、「
教
育
家
ト
シ
テ
ハ
活
教
育
ニ
シ
テ
死
教

育
家
ニ
非
ラ
ス
」、「
資
金
自
給
ノ
教
育
家
」
で
あ
っ
て
当
時
の
学
究
と
し
て
は
卓
越
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
朱
筆
で
「
楠
公

権
助
論
」「
か
た
わ
娘
」「
拝
金
宗
」「
帳
合
ノ
法
」
と
も
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
民
間
に
お
い
て
科
学
を
信
じ
、
常
識
を
覆
し
て
実
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学
を
奨
励
し
た
教
育
家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、「
福
沢
先
生
ハ
西
洋
文
明
ノ
日
本
的
同
化
セ
シ
メ
ラ

レ
タ
」
と
し
て
、
聖
徳
太
子
は
仏
教
を
「
日
本
的
ニ
同
化
」
し
、
伝
教
・
弘
法
大
師
は
仏
教
を
「
王
法
化
」
し
、
法
然
と
親
鸞
は

「
超
世
的
ナ
ル
仏
教
」「
印
度
思
想
」
を
「
現
世
的
ナ
ル
日
本
思
想
」
に
変
化
さ
せ
、
一
条
兼
良
や
山
崎
闇
斎
ら
は
「
儒
教
ヲ
神
道

化
」
し
、
福
沢
は
彼
ら
に
譲
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
「
上
ニ
ア
」
っ
て
「
現
代
日
本
文
明
ニ
貢
献
」
し
た
と
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

「
其
内
在
ノ
精
神
ハ
継
続
シ
テ
実
在
デ
ア
ル
所
精
神
ノ
欠
ル
処
全
産
業
制
度
構
造
ハ
解
体
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
、
政
策
ノ
現
状
然
リ
」

と
し
て
、
福
沢
は
実
在
す
る
精
神
を
欠
い
た
産
業
制
度
は
解
体
す
る
と
し
た
と
し
、「
産
業
指
導
ノ
責
任
ア
ル
人
々
ハ
其
責
任
ヲ
遂

行
ス
ル
ヨ
リ
以
上
高
等
ナ
ル
愛
国
心

0

0

0

ハ
有
ハ
得
ナ
リ
又
之
ヲ
等
閑
ニ
ス
ル
ヨ
リ
以
上
ノ
罪
悪
0

0

ハ
無
イ
」
と
、
産
業
を
指
導
す
る
責
任

が
あ
る
人
々
は
、
そ
の
責
任
以
上
に
愛
国
心
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
（
傍
点
原
文
）。
西
洋
文
明
の
日
本
化
、

そ
れ
に
よ
る
日
本
文
明
の
創
造
、
愛
国
心
を
備
え
た
産
業
指
導
こ
そ
が
、
福
沢
の
最
大
の
思
想
的
貢
献
と
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

逓
信
大
臣
時
代
の
一
九
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
回
想
で
も
、
福
沢
が
「
非
常
に
科
学
と
い
ふ
も
の
を
重
視
」
し
、
西
洋
思
想
、
す

な
わ
ち
科
学
と
適
合
す
る
も
の
を
積
極
的
に
採
用
し
て
社
会
を
導
こ
う
と
試
み
、「
平
易
な
る
文
字
を
以
て
、
高
尚
な
る
学
理
を
説

く
こ
と
に
努
め
て
居
ら
れ
た
」
点
や
、「
世
俗
」
を
念
頭
に
置
い
て
「
文
明
の
恩
沢
を
一
般
世
俗
の
上
に
も
行
き
わ
た
ら
せ
や
う
と

し
て
、
努
力
奮
闘
せ
ら
れ
た
」
点
が
、
ほ
か
の
学
者
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
後
藤
は
述
べ
て
い
る
。
福
沢
の
特
色
は
「
学
問

と
常
識
と
の
調
和
」
を
追
求
し
た
点
に
あ
り
、
そ
の
特
殊
な
能
力
は
「
消
化
力
」、「
鋭
敏
な
る
理
解
力
」
に
あ
る
と
い
う
。
後
藤
は

福
沢
の
卓
見
と
し
て
、「
時
代
の
趨
勢
を
達
観
し
て
商
工
立
国
論
を
唱
へ
た
」
こ
と
や
「
国
会
開
設
論
」「
通
商
貿
易
論
」
に
関
す
る

「
預
言
」
を
挙
げ
、「
明
治
に
於
け
る
無
冠
の
救
世
主
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。
同
時
に
、
福
沢
の
門
下
生
が
十
分
に
福
沢
の
価
値

を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
た
め
に
、「
俊
傑
」
が
輩
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
難
じ
、
そ
れ
が
「
先
生
の
生
涯
に
於
け
る
一
大
不
幸
と
云
ふ

べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、「
天
下
の
大
平
民
」
と
し
て
「
帝
国
大
学
に
拮
抗
し
や
う
」
と
し
た
福
沢
が
亡
き
後
の
慶
應
義
塾
に
は
、

あ
ま
り
期
待
を
寄
せ
て
い
な
い（

（3
（

。
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世
俗
の
問
題
か
ら
目
を
背
け
ず
に
文
明
の
構
築
と
普
及
に
貢
献
し
た
、
在
野
の
科
学
的
・
実
学
的
教
育
家
と
し
て
の
評
価
の
背
後

に
、
民
間
の
立
場
か
ら
北
里
の
研
究
活
動
を
支
援
し
、
そ
の
科
学
的
成
果
を
期
待
し
た
福
沢
へ
の
好
感
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、

想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
は
、
医
師
と
し
て
、
官
僚
と
し
て
、
政
治
家
と
し
て
、
日
本
の
文
明
化
を
希
求
し
て
き
た
自
ら
の
軌
跡
と

も
重
複
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、「
帝
国
大
学
」
に
対
す
る
「
無
冠
」
の
「
大
平
民
」
の
抵
抗
は
、「
衛
生
局
派
」
と
し
て
の
後

藤
が
大
い
に
共
感
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
伝
染
病
研
究
所
設
立
・
移
転
問
題
は
、
福
沢
と
後
藤
の
関
係
、

そ
し
て
後
藤
の
福
沢
認
識
を
深
め
る
上
で
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。

（
1
）　
「
男
爵
後
藤
新
平
氏
直
話
」（
箒
庵
髙
橋
義
雄
編
『
福
沢
先
生
を
語
る
―
諸
名
士
の
直
話
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年
）、
二
五
―
二

六
頁
。
こ
の
直
話
は
、
一
九
一
二
年
か
ら
二
年
の
間
に
高
橋
義
雄
が
「
諸
名
士
」
か
ら
聴
き
と
っ
た
福
沢
に
関
す
る
所
感
の
ひ
と
つ
で
あ

る
（
高
橋
義
雄
「
自
序
」、
同
前
、
五
―
六
頁
）。

（
2
）　

前
掲
「
男
爵
後
藤
新
平
氏
直
話
」、
二
六
―
二
八
頁
。
福
沢
は
一
八
八
九
年
頃
、
慶
應
義
塾
長
の
適
任
者
を
探
し
て
お
り
、
長
与
専

斎
の
推
薦
を
受
け
て
後
藤
と
面
会
し
た
が
、
義
塾
関
係
者
か
ら
義
塾
出
身
者
を
採
用
す
べ
き
だ
と
い
う
反
対
論
が
起
こ
り
、
沙
汰
止
み
に

な
っ
た
と
い
う
（
鶴
見
祐
輔
著
／
一
海
和
義
校
訂
『〈
決
定
版
〉
正
伝　

後
藤
新
平
』
第
一
巻
、
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
四
七
九
―

四
八
一
頁
）。

（
3
）　

前
掲
「
男
爵
後
藤
新
平
氏
直
話
」、
二
九
頁
。

（
4
）　

前
掲
『〈
決
定
版
〉
正
伝　

後
藤
新
平
』
第
一
巻
、
六
七
四
―
六
八
五
頁
。
小
島
和
貴
は
、
内
務
省
衛
生
局
で
上
司
と
部
下
の
関
係

に
あ
っ
た
当
時
、
後
藤
と
北
里
の
「
二
人
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
専
斎
も
当
初
は
頭
を
痛
め
た
と
い
う
」
と
し
て
い
る
（
小
島
和
貴
『
長
与

専
斎
』
長
崎
文
献
社
、
二
〇
一
九
年
、
二
五
〇
頁
）。
互
い
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
北
里
が
コ
ッ
ホ
の
も
と
で
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
る
な

か
で
、
両
者
の
関
係
性
も
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
5
）　

小
川
鼎
三
・
酒
井
シ
ヅ
校
注
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
専
斎
自
伝
』（
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）、
一
八
一
―
一
八
三
頁
。
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（
6
）　

山
内
慶
太
「
長
与
専
斎
・
北
里
柴
三
郎
―
福
沢
諭
吉
と
「
医
友
」」（『
三
田
評
論
』
第
一
〇
八
七
号
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）、
六
五
―

六
六
頁
。

（
7
）　

後
藤
新
平
「
福
沢
先
生
の
追
想
」（
立
石
駒
吉
編
『
後
藤
新
平
論
集
』
忠
誠
堂
、
一
九
一
一
年
）、
七
頁
。

（
8
）　

慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
七
巻
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）、
二
三
二
頁
。

（
9
）　
「
伝
染
病
研
究
所
と
近
辺
の
人
民
」（『
時
事
新
報
』
一
八
九
三
年
四
月
二
日
付
）。

（
10
）　
「
伝
染
病
研
究
所
に
就
い
て
」（『
時
事
新
報
』
一
八
九
三
年
七
月
五
日
・
六
日
・
七
日
付
社
説
）。

（
11
）　
「
伝
染
病
研
究
所
の
始
末
」（『
時
事
新
報
』
一
八
九
三
年
八
月
一
一
日
・
一
二
日
付
社
説
）。

（
12
）　

前
掲
『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』
第
七
巻
、
二
五
七
頁
。

（
13
）　

以
上
、
福
沢
の
伝
染
病
研
究
所
移
転
問
題
に
関
す
る
関
与
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
長
与
専
斎
・
北
里
柴
三
郎
―
福
沢
諭
吉
と
「
医

友
」」、
六
五
―
六
六
頁
、
参
照
。

（
14
）　

前
掲
『〈
決
定
版
〉
正
伝　

後
藤
新
平
』
第
一
巻
、
六
八
五
―
六
八
八
頁
、
宮
島
幹
之
助
・
高
野
六
郎
編
『
北
里
柴
三
郎
伝
』（
北
里

研
究
所
、
一
九
三
二
年
）、
六
一
―
六
八
頁
、
山
口
梧
郎
『
長
谷
川
泰
先
生
小
伝
』（
長
谷
川
泰
先
生
遺
稿
集
刊
行
会
、
一
九
三
五
年
）、

一
二
四
―
一
五
六
頁
。
長
与
自
身
は
そ
の
自
伝
で
、
伝
染
病
研
究
所
設
立
に
対
す
る
福
沢
の
貢
献
を
称
え
た
上
で
、
長
谷
川
な
ど
に
よ
っ

て
提
起
さ
れ
た
伝
染
病
研
究
所
補
助
費
が
帝
国
議
会
を
通
過
し
、「
さ
ら
に
現
今
の
場
所
愛
宕
下
に
改
築
し
、
官
民
両
翼
の
姿
と
な
り
、

病
菌
の
発
見
、
血
清
の
製
造
等
研
究
所
の
成
績
は
日
に
ま
す
ま
す
顕
わ
れ
、
政
府
は
さ
ら
に
国
立
の
血
清
薬
院
を
設
け
て
全
国
の
需
用
に

供
し
て
」
き
た
、
と
淡
々
と
つ
づ
っ
て
い
る
（
前
掲
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
専
斎
自
伝
』、
一
八
二
―
一
八
三
頁
）。
な
お
、
富
田
に
「
伝

染
病
」
の
三
字
を
避
け
る
よ
う
提
案
し
た
の
は
福
沢
で
あ
り
、
福
沢
は
一
八
九
三
年
四
月
七
日
付
富
田
宛
書
簡
で
、
伝
染
病
研
究
所
に
関

す
る
「
芝
区
之
苦
情
」
に
対
し
、「
伝
染
病
と
言
は
す
し
て
、
何
と
か
外
之
名
ニ
取
替
へ
て
は
如
何
。
実
に
訳
け
も
な
き
事
と
存
候
。
区

内
之
者
も
伝
染
病
之
三
字
ニ
恐
る
ゝ
の
み
。
…
…
東
京
府
ニ
而
何
と
か
御
工
夫
ハ
な
か
る
へ
き
や
」
と
述
べ
て
い
る
（
前
掲
『
福
沢
諭
吉

書
簡
集
』
第
七
巻
、
二
三
三
頁
）。
た
だ
、
福
沢
は
同
日
付
の
富
田
宛
書
簡
で
、「
今
朝
一
書
を
認
め
、
伝
染
病
研
究
所
之
義
ニ
付
云
々
申

上
候
次
第
…
…
実
ニ
差
出
が
ま
し
き
次
第
、
飛
ん
だ
事
を
申
上
け
た
り
と
、
今
更
後
悔
致
し
候
」
と
す
ぐ
に
こ
れ
を
撤
回
し
て
い
る
（
同

前
、
二
三
四
頁
）。
富
田
が
福
沢
の
撤
回
に
か
か
わ
ら
ず
指
示
を
出
し
た
の
は
、
長
与
が
こ
れ
を
妙
案
と
し
て
推
し
た
た
め
か
も
し
れ
な

い
。
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（
15
）　

長
谷
川
泰
「
伝
染
病
研
究
所
は
市
内
に
置
く
も
妨
け
な
し
」（『
時
事
新
報
』
一
八
九
三
年
六
月
四
日
・
六
日
付
附
録
）。

（
16
）　

前
掲
『
長
谷
川
泰
先
生
小
伝
』、
一
三
六
頁
。

（
17
）　

前
掲
「
伝
染
病
研
究
所
は
市
内
に
置
く
も
妨
け
な
し
」。

（
18
）　

オ
ン
ラ
イ
ン
版
「
後
藤
新
平
文
書
」、
資
料
番
号
・443-011

。
文
中
の
「
山
県
氏
」
と
は
、
一
八
九
三
年
三
月
一
一
日
ま
で
第
二
次

伊
藤
内
閣
で
司
法
大
臣
を
務
め
て
い
た
、
山
県
有
朋
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
19
）　

前
掲
『
北
里
柴
三
郎
伝
』、
一
六
一
頁
。

（
20
）　

前
掲
『〈
決
定
版
〉
正
伝　

後
藤
新
平
』
第
一
巻
、
六
八
九
―
六
九
〇
頁
。

（
21
）　

前
掲
『〈
決
定
版
〉
正
伝　

後
藤
新
平
』
第
一
巻
、
六
九
〇
頁
。

（
22
）　

前
掲
「
後
藤
新
平
文
書
」、
資
料
番
号
・297-001c

。

（
23
）　

前
掲
「
後
藤
新
平
文
書
」、
資
料
番
号
・715-001c

。

（
24
）　

前
掲
『〈
決
定
版
〉
正
伝　

後
藤
新
平
』
第
一
巻
、
六
九
一
―
六
九
二
頁
。

（
25
）　

前
掲
「
後
藤
新
平
文
書
」、
資
料
番
号
・764-001c

。

（
26
）　

前
掲
「
福
沢
先
生
の
追
想
」、
七
頁
。

（
27
）　
『
読
売
新
聞
』
一
八
九
三
年
一
一
月
一
九
日
付
朝
刊
、
一
二
月
一
五
日
付
朝
刊
。

（
28
）　

こ
の
頃
、
後
藤
は
各
地
で
演
説
し
て
い
る
が
、
伝
染
病
研
究
所
設
立
・
移
転
問
題
に
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
「
裏
面
」
で

の
活
動
に
徹
し
て
い
た
感
が
あ
る
。
当
時
刊
行
さ
れ
た
後
藤
の
演
説
筆
記
は
、
下
記
の
通
り
。
宮
部
政
厚
記
『
後
藤
新
平
君
演
説
筆
記
』

（
大
日
本
私
立
衛
生
会
神
戸
支
会
仮
事
務
所
、
一
八
九
二
年
）、
西
本
茂
吉
記
『
後
藤
内
務
衛
生
技
師
演
説
筆
記
』（
赤
穂
郡
、
一
八
九
二

年
）、
永
木
誠
太
郎
記
『
後
藤
内
務
技
師
演
説
筆
記
』（
兵
庫
県
明
石
郡
、
一
八
九
三
年
）、
後
藤
新
平
述
『
赤
痢
病
ニ
関
ス
ル
演
説
筆
記
』

（
小
林
常
吉
、
一
八
九
三
年
）。

（
29
）　

志
村
俊
郎
・
都
倉
武
之
「
長
谷
川
泰
と
慶
應
義
塾
―
福
沢
諭
吉
と
の
接
点
を
中
心
に
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
五
九
巻
四
号
、
二

〇
一
三
年
一
二
月
）、
四
六
九
―
四
八
五
頁
。
長
谷
川
と
福
沢
お
よ
び
慶
應
義
塾
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
同
論
文
、
お
よ
び
志
村
俊

郎
・
都
倉
武
之
・
西
澤
直
子
・
唐
澤
信
安
・
山
本
鼎
・
殿
崎
正
明
「
慶
應
義
塾
出
身
名
流
列
傳
に
見
ら
れ
た
済
生
学
舎
長
谷
川
泰
と
泰
に

纏
わ
る
幾
ら
か
の
書
簡
」（『
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
』
第
三
〇
巻
二
号
、
二
〇
一
三
年
四
月
）、
一
七
八
頁
、
な
ど
参
照
。
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（
30
）　
前
掲
「
福
沢
先
生
の
追
想
」、
七
頁
。

（
31
）　
慶
應
義
塾
編
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
二
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）、
三
七
七
―
三
七
八
頁
。
こ
の
書
簡
、
お
よ
び
福
沢
の

台
湾
植
民
論
と
後
藤
の
台
湾
統
治
政
策
と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
は
、
藤
原
敬
子
「
福
沢
諭
吉
の
植
民
論
―
後
藤
新
平
の
台
湾
統
治
政
策

と
関
連
し
て
」（『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
第
一
三
号
、
一
九
八
七
年
二
月
）、
一
三
九
―
一
五
九
頁
、
参
照
。

（
32
）　
前
掲
「
後
藤
新
平
文
書
」、
資
料
番
号
・W

3-1787-1

。

（
33
）　
前
掲
「
福
沢
先
生
の
追
想
」、
七
―
一
五
頁
。
こ
の
点
な
ど
に
つ
い
て
は
、
中
島
純
「
評
伝
『
国
民
教
育
家
』
後
藤
新
平
⑪
」（『
東

京
』
第
一
一
巻
一
三
二
号
、
一
九
九
三
年
一
二
月
）、
三
〇
―
三
一
頁
参
照
。
後
藤
は
別
の
談
話
で
、
福
沢
を
「
非
常
に
サ
イ
エ
ン
テ
イ

フ
イ
ツ
ク
な
人
」
と
呼
び
、「
此
サ
イ
エ
ン
ス
を
通
俗
化
し
て
一
般
衆
庶
の
間
に
知
ら
し
め
る
と
い
ふ
の
が
先
生
の
根
本
目
的
」
で
あ
っ

た
、
な
ど
と
述
べ
て
い
る
（「
後
藤
新
平
談
」、
石
河
幹
明
『
福
沢
諭
吉
伝
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
、
六
七
一
頁
）。
福
沢

は
相
馬
事
件
に
あ
た
っ
て
も
後
藤
を
弁
護
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
福
沢
諭
吉
伝
』
第
四
巻
、
七
三
四
―
七
三
七
頁
、

参
照
。


